































































で、佐々木をして「孫文もこんな軍隊を使わねばならぬ簡は、革命 絶対に成功しない 思った次第 ある」と審かしめた。次に佐々木 伝えるいくつかのエピソードを紹介 よう。
一九二三年九月、陳畑明挙兵の拙械に援した孫文は、陳の本拠地恵州城攻屈を命じた。このときの孫文の軍隊の様子

























































































































































































































































































































































































































































































明代や太平天国のどとき前代の革命は、ただ、異民族の駆遂、漢民族の再興だけをおのが任とし、それ以外の変革を考えなかった。今日と前代とは違い、我々は異民族の駆遂と中革の再興のほかに、国体や民生をも人民とともに変革すべきである そ 緩緯は様々であろうが、要するに一貫せる精神は自由・平等・博愛にほかならない。前代は英雄による革命〔英捻革命〕であったが、今日は菌民による草合〔爵民革命〕である。国民革命とは一一回の人々がみな自由・平等・博愛 精袖をふりち
(日山)


















































































































































をつくって「国民革命 首領孫 山を援効」すると。また同年八月 国民 工
M f
なるパンフレットでは次の



























































































































































































































































がついたらすぐ発ってくれ」といいのこして広州を去ってしまう。蒋介石の手紙を受けとった王柏齢と王登雲が上海に向かわんとしているとき、摩仲慢が急ぎ けつけ、「君達が行っ しまうと学校 おしまいだ 革命の前途も絶望的だ、持先生の困難は我々が何とか排除しよう、君たちは何があっても行ってはならぬ」、「革命は決して順風満帆という訳にはいかない、はかり知れないほどの多くの簸難をカをつくして克服して始めて成功できるのだ」ときとした。蒋介石が去ったあとは、
この摩仲憧が中執委、主人部長という激務にもかかわらず準備委員の委員長をつとめ、蒋介
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帥倫、張禅林、何基、洪宏義、徐欽才、黄在環、郭慮、胡魁梧、徐情初、張振策、周有銘、
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状もなく、あるいは単身で、あるいは同志と語らって、広州にやってきた者が多かった。そこで急逮入試委員が選ばれた。三月二一日、入試委員長に蒋介石が指名されたが、不在のため李済深が委員長をつとめた。委員は王柏齢、部演達、彰素民、厳重、銭大鈎、胡樹森、張家瑞、宋栄回日、簡作禎の九人であった。受験者の応募資格は高等小学校卒以上であっ のに その三分の一は中学 専門学校 はては大学生、大学卒の高い学歴をもっていた。そこで国文、
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不明)が広州で複試〔二次試験〕を受けた。乙の試験がいつ行なわれたか明らかではない(恐 く四月中旬か)が、学生たち、特に上海で入試を受けて広州にやってきた学生たちに 意外であったようだ。冷欣の回想によ ば、学生たちは、たちまち騒ぎだし、
ついに旅館で集会をひらき、冷欣と許継慎が議長をつとめ次の四項目要求を決議した。
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八 一 員 。
〈
HU
〉摩の介石あての電文〈一九二四年三月三
O
日〉を見よ。同布、二二一真。
(必)乙の名間は中国々民党々史会所蔵、毛筆の原件で、判読不能の文字
( O
印〉もあり、誤読があるかも知れない。
(必〉広州における初試 状況は、玉柏齢前掲回想録、彦仲憾の前掲諸電文をみよ。
(必)上海と広州の初試、広州の補考、複試についてはまだ不明な点がある。私の前稿〈本稿の注仰をみよ)では上海初試
で二
OO
人とったとしたが、本稿のように一三
O
人〔前後〕とすべきである。訂正しておく。
(必)冷欣「寅靖生活追憶」自由談、一五巻第一一一期(一九六四年二月)(必)『国軍政工史稿』(上)四五頁。〈円山 以下では、「黄埼血史」、「革命官ご、黄埼 期生の回想録などを使用して、彼らがなぜ、どのようにして黄塙箪校に没
じたかを具体的にたどる計画であったが、時間ぎれで断念せざるを得なかった。
二九
